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【評価機関概要（評価機関記入）】
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利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）3. 利用者の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある
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職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）
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3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani=true&JigyosyoCd=2275300701-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価機関名 有限会社システムデザイン研究所

居ながらにして四季を楽しめる自作DVD鑑賞、気功療法マッサージ、ギターやチェロ、紙芝居…、『すきっぷ
藤枝』を想う、また縁のある人々が集って力となり、豊富なボランティア活動がある事業所です。多彩な行
事が企画されているため、ユニット間で日常的に往来があり、本年はレクリエーションに力を入れるべく職
員もさらに学習を進めています。また、近隣の花火大会には観覧場所として開放してかき氷を分け合った
り、隣接する施設と行事や防災面で交流を始めており、運営推進会議には職員も交替で出席するなど、地
域の一員であることの関係を大切にしている様子も確認できました。以前は瀬戸川の散策を楽しむことが
できた利用者も、病気の進行に伴って混乱の波が押し寄せたり、歩行困難になりつつあり、一人ひとりの
安寧をともに模索する毎日です。

所在地 静岡市葵区紺屋町５－８　マルシメビル６階

訪問調査日 平成25年12月2日

所在地 藤枝市稲川1丁目1番12号

自己評価作成日 平成25年11月20日 評価結果市町村受理日 平成26年1月31日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2275300701 藤枝市の中心部にあり半径500メートルの範囲に市役所、消防署、図書館法務局、神社、商店街等があり
ます。ホームの後ろには瀬戸川が流れ四季折々自然の中で散歩を楽しむ人達の憩いのコースになってい
ます。夏の花火、秋の紅葉と楽しめますが特に春にはあたり一面桜の花に覆われ、たくさんの桜見物でに
ぎわいます。　玄関の鍵は夜間以外開けてありご利用者様には閉じ込められているような圧迫感はありま
せん。

法人名 有限会社ケアサポート・豊田

事業所名 グループホームすきっぷ藤枝　（A棟、Ｂ棟ユニット合同)

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani=true&JigyosyoCd=2275300701-00&PrefCd=22&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

御家族、市の関係者、民生委員、町内会
長、ボランティア代表等と意見の交換をし、
議事録を作成しスタッフ全員が情報を共有
している。

議事録は窓口まで届け、相談しやすい関係
にあります。２ヶ月に一度さわやか相談員の
訪問があり、ボランティア紹介や利用者の変
化についても伝えられています。ケアマネ連
絡会を通じて情報交換に役立てています。

身体拘束ゼロ宣言をのうえ、特に環境を整え
ることに力を入れています。研修参加の職員
が中心となりチームで意識向上に努め、例え
ば〝言ってほしくない言葉〟に替わり〝言っ
てほしい言葉〟を掲示するようになりました。

年間計画として案内を出すといった取組の成
果もあがり、多方面からの参加者を得て、隔
月開催が叶っています。会議には管理者だ
けでなく、職員も出席して運営への理解と意
識向上を図っています。

自己評価 外部評価

実践状況

開設以来現在まで藤枝市介護福祉課様に
は大変お世話になっている。わからない事
はすぐに聞きに行くようにしている。24年よ
り介護さわやか相談員を受け入れている。

身体拘束は行いませんが、緊急、やむを得
ない場合は行う場合があります。利用者は
外に行くのも自由である。玄関に施錠はして
いません。

身体的な虐待だけでなく、精神的な虐待が
ないよう留意し、日々の生活を観察し、身体
的叉は精神的な状況をチェツクしていく。ス
タッフも暴言を利用者に言わないよう「言っ
てはいけない言葉」を紙に書き壁に貼って
いる。

自
己

外
部

項　　目

職員の発意で〝理念の大切さ〟を会議の議
題とし、意識が高まっています。『和顔愛語』
の書とともに一人ひとりが書き込んだ〝言っ
てほしい言葉〟が掲示され穏やかな声かけ
にケアへの反映が覗えます。

ギター演奏、紙芝居と多彩なボランティアが
毎週訪れています。地域防災訓練にも参加
しし近隣の花火大会には事業所を開放して
かき氷を振る舞い、グループホームに対する
理解の広がりがみられます。

この地域になくてはならない施設を理念に
掲げ管理者、職員とも日々実践に努力して
いる。

散歩の時には近所の方や出会った皆様と
挨拶を交わしたり、会話も楽しんでいる。又
地域の人達と防災訓練をしたり、町内会の
方には運営推進会議等でホームの日常を
報告している。

地区民生委員の方の見学や地域の方の介
護の相談に応じている。藤枝市より派遣さ
れている介護さわやか相談員の訪問をうけ
いれ、グループホームについての理解を深
めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

認知症介護実践研修、認知症介護実践
リーダー研修に各1名受講している。

しだ介護サービス事業者協議会、県グルー
プホーム協議会に加盟している。特にしだ
介護ではネットワーク作りや研修があり参
加している。研修等学べる機会には交代で
出席している。

契約時、叉は解約時だけでなく、不安や疑
問点について具体的な説明をしている。い
つでも相談しやすい環境つくりを心がけてい
る。

利用者やご家族が何でも言える環境作りに
心がけている。が、直接話しづらい方のた
めには苦情・御意見箱を玄関に設置してい
る。ご意見があれば全員で話し合いを行い
改善策を見つける。

毎朝の交代時の申し送り、伝達ノートなどか
ら職員の意見や提案をくみ取り、反映させて
いる。

経営者が管理者を兼ねている。管理者はスタッフの性
格や能力等の把握に務めている。育児休業中1名、
他、休日の希望日は希望に添えるようにしている。

現状課題は見当たらないとは思いま
すが、個人面談の機会を設けることも
期待します。

ＯＪＴの場面ごとに話をしたり相談に応じてい
ます。家族も一緒に楽しめるようにとの意見
があがり、行事を土曜日開催にしたところ盛
況で、家族主催のクリスマスコンサートへと
つながっています。

対話が重要であると考え、小さな状態変化で
も都度連絡して意見を聞くよう努めていま
す。〝すきっぷ藤枝便り〟は担当職員による
一言が添えられ、一人ずつアルバム形式で
保存され好評です。

研修等で学ぶ機会を作りスタッフ全員が共
有できるようにする。現在後見人制度を利
用しているご利用者が1名おられる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

利用者はお互い生まれも性別も環境も異なるが
この場所で一緒に暮らすためにお互いの性格を
把握し、係わり合い、支えあえるよう支援してい
く。また孤立する方がでないよう見守りに努め
る。席の位置を工夫したり、お互いの会話にも気
を配る。

利用者、家族が第一に何に困っているのか
を見つけ出し、（ニーズ）最適なサービスが
受けられるよう支援する。

利用者とスタッフは日常生活を共にし、家族
のような信頼関係を築いくように努めてい
る。食器拭き、洗濯物たたみ、等家事を一
緒にしていただき、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている。
日々、利用者の様子を家族に連絡し本人の
思いも家族に伝えることで利用者、家族、ス
タッフの絆を強めともに本人を支えていく事
に努めている。近況を写真を添え、毎月
個々人のお便り（すきっぷだより）を出してい
る。
認知症になっても慣れ親しんだ地域で暮ら
せるよう地域密着型施設としてグループ
ホームが存在する。家族、親戚、友人、近所
の方々がいつでも訪問しやすい施設作りに
努力する。

ここは安心、安全、いごこちの良い所である
ことを利用者が理解することが肝心である。
何でも話せる環境作り、利用者、家族の
ニーズを理解し、コミュニケーションを大切
にし、信頼関係を築いていく。

家族の要望、不安、不満を聞き、一緒に問
題を解決していきます。平成24年10月1日よ
り入所者様の変更がありません。

教会に通ったり、歌のレッスンを継続している
人、昔を思い出してもらうためにみかん山へ
と足を運ぶ家族もいます。視力が衰えても自
分で清掃をやりたい人、書道の得意な人に
継続の支援を怠りません。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

毎日の暮らしの中でその人らしい生き方、
心身状態、能力の発見に努めている。自分
でやれる事はやれるよう支援し、日々その
人のペースで生活ができるよう支援してい
る。

本人の生活や行動、言動に注意し、「何を
求めているのか」の把握に努める。また家
族は「何をのぞんでいるのか」と言う問いに
いつも真剣に考え毎朝のミーテイング等で
話し合い、ケアプランに活かしている。

個別に介護記録をつけ、職員は情報を共有
している。毎朝ミーティング時に個別の介護
プランについて意見交換し、介護計画の見
直しに役立てている。特変があれば申し送
りノートに記入し情報の共有をしている。

認知症の進行、身体的介護が重くなり、パッ
トやリハパン、その他日常生活に必要な品
の購入、かかりつけ医の往診、説明等必要
なニーズに合わせて柔軟にサービスを提供
している。

退所され他の施設に行かれた方でも面会、
お見舞いにいったりホームに尋ねてきたりと
の関係ができている。退所された方の御家
族もその後の様子を知らせてくれる。

なるべく本人の希望に添えるよう努力してい
る。（タクシーの予約、買い物等）

入所時に家族からの情報を元に生活歴の
把握、趣味、好み、病歴、サービス等を把握
する。

おおよそ３ヶ月毎、また変化がある場合はそ
の都度加筆して見直しをしています。セン
ター方式の一部を活用したアセスメント、ミー
ティングでの共有情報やケアチェック表と照
らし、現状に即したものとさせています。

利用者によって適切な距離が異なることを踏
まえ、隠れた気持ちを掘り起こす観察力を養
うために居室担当を設けています。得られた
情報は毎朝の申し送りミーティングや伝達
ノートにも記載して共有を図っています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

看取りは行わない。かかりつけ医、家族、
ホーム三者で協議し最終的にはかかりつけ
医の判断を尊重したい。

普通救命講習修了者、ｍｅｄｉｃ，Ｆｉｒｓｔ，Ａｉｄ
受講者もあるが、全員に実践力を身につけ
るようにしたい。

スタッフは常に今火災や地震が起きたらどう
すればよいかを考えて仕事をしている。消
防署が近いため、1分位で署員が来てくれ
る。地域の防災訓練にも参加している。スプ
リンクラー設備あり。

本人の意向に沿いながら、親戚、友人、知
人、近所の方等やさわやか相談員、民生委
員、ボランティアの受け入れをし、豊かな暮
らしが可能となるよう支援している。

希望者には、かかりつけ医の2週間に一度
の往診、緊急時の往診、アドバイス、24時
間いつでも医者、看護師と連絡の取れる体
制が出来ている。

平成24年より看護師を配置している。提携
先のドクター、看護師とは、利用者の情報を
共有しており、適切な受診や看護を受けて
いる。

入院に際してはかかりつけ医の紹介状用
意、正確な情報提供を行う。病院のワー
カー（相談員）と密に連絡を取り合い家族を
交えて話し合いを行い、安心して入院治療
ができるようバックアップしている。

地域と連携し防災の協力態勢が築か
れることを期待します。

重篤な状態になり救急搬送した例はあります
が、原則として看取りは行わないということを
契約時に説明し了解を得ています。重度化
が予測されますが、医療との連携を図り事業
所としてできる限りの態勢を整えています。

地震、火災、夜間想定を含めて行い、隣接施
設と合同で火災対応講義を受けたり、「職員
が少ない時はどうするか」を課題として取り
組んでいます。地域の訓練にも参加し、防災
拠点の役割も視野にいれています。

かかりつけ医への受診は家族にお願いし、
受診結果は通院記録に記載しています。配
薬は看護師が行い空袋チェックを通して誤薬
を防いでいます。２４時間協力医と看護師の
対応が得られ安心の環境にあります。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

前日等の体調の記録で一人一人の体調変
化を把握している。介護記録、バイタルチェ
ツク表にて排尿、排便、食事量、水分補給
等小まめに観察し健康維持を図っている。

毎食後、スタッフの声かけ、見守りの中で口
腔ケアを実施している。自力では困難な方
は介助にて行っている。必要に応じて歯科
受診をしている。

利用者が遠慮なく自分の考えを言える雰囲
気作りに努める。

ホームでの日常生活の中でその人の希望
に添った暮らしができているか絶えず注意、
観察しながら支援する。

ホームには訪問理美容の方が来てくれます。衣
類、装飾品、化粧品等も家族と連絡を取りながら
支援している。毎朝どの洋服を着たいか本人に
選んでいただいている。外出の目的に応じてお
化粧のお手伝いや服装の相談にものっている。

利用者一人一人の好きな料理、苦手な料理を把握し
（苦手な料理の時は代替えの品を提供している）、楽し
い食事になる様心がけている。食事の支度、片付けは
出来る範囲で利用者も手伝っていただく。旬の食材を
出来る限り取り入れた食事作りをしている。全員が食
卓に着いてから「いただきます」をしている。

利用者それぞれの性格や生活歴を知り、人
生の先輩であるということを常に念頭にお
き、尊敬の気持ちを忘れずに接することを
心がけている。

各ユニットで手作りし、仲の良い同士で食卓
を囲み雰囲気を大事にしています。おはぎや
味噌作り、お正月にはおはたき餅もあり、誕
生日には外食することもありますが、嚥下低
下に伴い形態の工夫に取り組んでいます。

排泄用品は居室で管理され、プライバシーへ
の配慮の高さが覗えます。「声かけは優しい
雰囲気で」と話し合っていますが、丁寧な言
葉かけであっても心がこもっていないと失礼
にあたると指導しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

天気や気温などにもよるが、できるだけ戸
外の散歩を楽しめるようにしている。スタッフ
の時間帯により、買い物やドライブにお誘い
している。

体調に気遣いながら入浴を楽しめるよう支
援している。時間、順番に関してはできるだ
け希望に添えるようにしている。外出し疲れ
が見えるような時は清拭に変え対応してい
る。

利用者の個々の状態や生活習慣により昼寝を勧めたり、ソファーや畳部
屋でも休息できるよう声かけをしている。夜間安眠できるような環境（騒
音防止、照明、室温）に配慮している。不眠の訴えには傾聴し、精神的安
定を図るよう努めている（例　温かい飲み物を提供）定期的に寝具を干し
たり洗濯をし気持ち良い眠りを提供している。

看護師の指導の下、処方された薬の目的、
副作用、用法、用量は細かく調べファイルを
作り、各スタッフが共有している。服薬につ
いては、毎食後、服薬シートを作成して、誤
薬を防いでいる。

利用者の個々の状態を把握しその方の生活歴や趣
味、嗜好を考慮しながら支援している。調理、掃除、洗
濯物たたみ、園芸、買い物等毎日の生活の中での楽し
みや興味あることの発見により、より良いケアが出来る
よう努めている。誕生日、季節の行事を大事にしそれ
に伴う食事を提供している。

排泄チェック表をつけ、個々の排泄パターン
を把握し、声かけ誘導を行う。布パンツ使用
を続行できるよう努めている。

個々の排便チェックは毎日している。便秘に
よる不穏や不安にならないよう食事献立を
考え、水分補給や運動を促し、排便の生活
リズムを作るようにして、便秘の予防をして
いる。

近くを流れる瀬戸川には桜や彼岸花が見事
な散歩コースがあります。歩行距離が短く
なっていますが、天気の良い日は外気に触
れる機会をつくり出かけています。ドライブは
買い物や藤のお花見、利用者の自宅近くを
まわることもあり喜ばれています。

一日おきに入浴と清拭を行っています。ゆず
や菖蒲湯を楽しみとし、入浴剤はその色で不
安感を誘うこともあり使っていません。脱衣
所は５Sが徹底され、塗り薬はプライバシー
に配慮して部屋番号で管理されていました。

日中はトイレでの排泄を基本としており、排
泄介助に抵抗があった人も、信頼関係を構
築することで自然な誘導ができています。
パッドに不快感がある人の気持ちを理解して
少しでも失敗を減らせるよう工夫しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

建物内部はすべてバリアフリーになっており、手
摺り、段差なし、車椅子使用トイレ、スプリンク
ラー設備と安全に配慮した作りとなっている。叉
個々のレベル状態を把握しながら自立した生活
が送れるよう支援している。

広いリビングにTV、ソファー、イス、玄関、
ウッドデッキの中庭などにもベンチが置いて
あり、好きな場所で思い思いに過ごせてい
る。

入所時に自分の使い慣れた物、好みの物を
持ってきていただいている。入所中に必要
な物は買い物に同行して買い揃えたり、本
人の好みを尊重している。A,B棟自由に出
入りできるようにしている。

利用者の個々の状態により判断している
が、原則お金はホームで管理している。（自
分で所持していて、盗まれたといって他の入
居者とトラブルになることを避けるため）

本人より希望があれば随時対応している。
携帯電話を自室で1名所有している。

施設らしさは極力排除して普通の家庭のよ
うな雰囲気作りに心がけている。スタッフや
利用者手作りの作品（タペストリー等）を
飾ったり季節の花々や節句の飾り物等々、
四季折々居心地の良い空間作りを心がけ
ている。

それぞれの暮らしが、並ぶ化粧品や月命日
に拝む仏壇があることで垣間見えました。
「過ごしやすいようにと」と伴に、病気の進行
や状態変化に応じた混乱の少ない居室環境
に配慮しています。

居間は食事とくつろぎに充分な広さがあり、
白い壁紙や重厚感のある木のテーブルに安
らぎを感じます。椅子は一人ひとりにあったも
のが準備され、一輪差しがさりげなく映えま
す。感染症対策として換気に留意し、手すり
やドアノブの消毒は欠かせません。
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